
指示語・つなぎ言葉をえらぼう
小6／指示語が指す内容・（　）に入る接続語をえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　文章アを よんで、「それ」が指す内容を1つえらびましょう。

言葉は 人を はげますことも、きずつけることも できる。筆者は、友人の 何気ない 一言で 落ちこみ、別の 友人
の 一言で 立ち直った 経験から、それを 学んだという。

1 言葉には気持ちを伝える力があること

2 別の友人の一言で立ち直ったこと

3 友人の何気ない一言で落ちこんだこと

4 言葉が人をはげましもきずつけもすること

2　文章イを よんで、（　）に入る言葉を1つえらびましょう。

この 地域では 米づくりが さかんだ。（　）、豊かな 水と 広い 平地に めぐまれているからだ。

1 むしろ

2 なぜなら

3 とはいえ

4 したがって

3　文章ウを よんで、「その ならわし」が指す内容を1つえらびましょう。

筆者の 祖父は、毎朝 新聞の 社説を 書き写していた。字を 上手に するためでは なく、筋道の 通った 文の 組み
立てを 覚える ためだったという。筆者も 中学生の ころから その ならわしを まねている。

1 毎朝新聞を声に出して読むこと

2 文の組み立てを先生に習うこと

3 毎朝新聞の社説を書き写すこと

4 字を上手に書く練習をすること

4　文章エを よんで、（　）に入る言葉を1つえらびましょう。

新しい 駅が できて、通学の 時間が 短く なった。（　）、駅前には 図書館も 建てられた。

1 さらに

2 とはいえ

3 むしろ

4 なぜなら



指示語・つなぎ言葉をえらぼう【こたえ】
小6／指示語が指す内容・（　）に入る接続語をえらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：4
落ちこんだ経験と立ち直った経験の両方から学んだのは、前の文の『言葉は人をはげましもきずつけ
もする』ということです。

2　答え：2
後ろの文が「〜からだ」と理由を述べているので『なぜなら』です。

3　答え：3
祖父が毎朝していたのは、新聞の社説を書き写すことです。「そのならわし」はそれを指します。

4　答え：1
よくなったことに、もう一つ付け加えているので『さらに』です。

読み取るコツ
指示語は、前の文や段落の内容、ときには後ろの文を指します。後ろの説明に合うものをえらびます。
接続語は、順接・逆接・言いかえ・理由・付け足しを見分けます。


